
第1回～第3回　女性懇談会進捗状況　（全地区）

回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第1回 中津東 道路・河川 松田交差点から第一用水に沿って上金新田へ向かう道路は、フェンス等で道幅

も大変狭いうえ、通勤車と通学者で大変危険である。
・平成17年3月に区長さん立合いの上、現地確認を行い、平成17年度、平成18

 年度と一部道路拡幅を行いました。
・平成17年度、18年度に引き続き、20年度も一部工事実施予定です。市道中津
227号については、用地協力が一部得られたため平成20年度に実施予定です。

第1回 中津東 福祉・医療 恵那方面阿木方面から市民病院へ行く際に、案内表示が少なく迷ってしまった
ので、分かりやすい場所に案内看板を設置してほしい。

・恵那追分交差点からの農道にある案内看板（2箇所）を書き直しました。

第2回 中津東 道路・河川 車が通り抜けできない地域に住んでおり、災害など何かあったときに危ない。16
年度に市から市道中津469号線改良の説明があったが、その後どうなっている
のか、進展状況について説明してほしい。

・平成16年度に用地測量、地元説明会の開催等を行い、平成19年度まで用地
 交渉を行ってきましたが、補償価格が折り合わず難航しています。

・今後も用地交渉を継続します。

第2回 中津東 生涯学習・ス
ポーツ振興

文化会館は老朽化しており、建て替えの必要があるので、考えてほしい。また、
建て替える前に、どんな施設にするか話し合いの機会をつくってほしい。

・平成19年度において会館改修について市民からのアンケートを基に、文化会
 館を含めた文化施設4館のあり方について部としての方針を提案しました。

・有利な補助金制度を模索しながら耐震工事を含めたリニュ-アルの方向で検討
していきたいと考えています。

第2回 中津東 道路・河川 中津高校裏の小池写真館のうえに15軒ほど家があるところで、消防車も救急車
も通れないところがある。地権者との話もできたので、一度見ていただきたい。

 ・現地調査を実施しました。
・要望路線は計画図面が作成されており、地権者について調査を行い区長と調

 整します。
・当面、全体の事業化と別に計画図に沿った範囲での、用地協力の得られる箇
所の必要性を検討し、対応していきます。

第3回 中津東 地域交通 街の中心部から離れているところの足の確保を考えてほしい。  ・平成17年度にコミュニティバス運行計画を策定し、全体方針を決定しました。
・今後は区長会を中心とした地元検討会で協議予定です。

第3回 中津東 生活安全 空き店舗（伊藤商会の隣の建物）があり、壊れかかっている。看板とロープは
張ってあるが危険なので対処してほしい。

・現地確認を行い、道路への落下等の危険のため、柵やロープ、看板などで対
 応しました。

・また、所有者へ管理依頼文書を送付し、管理者から連絡があったため改善に
 向けた依頼を行いました。

・今後も引き続き管理者に適正な管理をお願いしていきます。

第3回 中津東 生活安全 通学路防犯灯のほかに子どものたまり場になる暗いところにも防犯灯を設置し
てほしい。

 ・18区区長と現地調査をする際、申請を出していただくよう依頼しました。
・平成19年10月25日に申請があり、平成20年2月20日に設置を完了しました。

第3回 中津東 道路・河川 市道中津204号線の道路工事が中断しており、枯葉が横断溝に詰まったり、舗
装の段差もあり苦慮しているので、工事を実施してほしい。

 ・平成19年7月に舗装の再確認を行い、路面の凹凸を確認しました。
・平成20年度に路面補修を実施します。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第3回 中津東 道路・河川 中津川斎苑～でんきち坂は子どもが集中する区間なので白線を設置してほし

い。
・平成18年度に区長さん立会いで現地調査を行い、道路左側に白線を設置する

 位置を確認しました。
・平成20年度内に工事実施、完了予定です。

第3回 中津東 生涯学習・ス
ポーツ振興

恵下グラウンドにトイレを整備してほしい。 ・当初要望のあった合併浄化槽による水洗トイレは冬場の使用がなくなることな
 どから、機能上の問題が生じたため、再度関係者の皆さんと協議しました。

・再協議の結果、簡易水洗化等で対応する方向で進めています。

第2回 中津西 防災 災害時の避難、救援活動の場として公園や学校の隅に防災器具庫を設置し、地
域の人がすぐに対処できるよう検討してほしい。

・西地区では、これまでに手賀野及び駒場に計3基の防災備蓄倉庫を設置してき
 ましたが、学校、公園等の敷地内には設置していない状況です。

・学校、公園等への防災備蓄倉庫の設置については、地震防災10ヵ年整備計画
により、地域と協議しながら計画的に設置していきますが、その際、公園や学校
等の隅への設置を念頭において検討していきます。

第2回 中津西 防災 高齢者には携帯電話の利用は難しいので、防災無線を聞きやすくしてほしい。  ・防災行政無線は現状維持で運用していきます。
・防災行政無線で不足する部分については、市民安全情報ネットワーク、光ファ
イバー網敷設による通信環境整備など、情報を多元的に提供します。

第2回 中津西 防災 ①大地震が起きた場合、第一に困るのがトイレだと感じているが、非常用トイレ
  の備蓄状況はどうなっているか。

②非常用トイレを市の協力で割安に購入できればありがたい。

①トイレの備蓄については、防災備蓄整備計画の中で位置づけて、計画的に購
 入しています。

②災害用トイレは一般用、介護用などたくさんありますが、手持ちの資料による
情報提供は可能です。個人購入が基本ですが、個数がまとまれば割安になりま
す。

第2回 中津西 産業振興 産業振興という観点から若者の働ける職場の拡大が図れるような取り組みをお
願いしたい。

・就職者激励会の開催、求人一覧冊子等の作成配布、就職面接会の実施、若
者の地元定着推進バス代助成、高校生のための就職支援セミナー（ワーカーサ

 ポートセンター）などを行っています。
・奨励金などにより企業誘致や既存製造業の振興を進め雇用の場づくりを進め
るとともに、Ｉターン・Ｕターン促進、就労意識の高揚や地元企業の良さを知っても
らうため学生の市内企業見学や就職面接会を開催します。

第2回 中津西 上下水道 上原地区は下水道整備が遅れているが、下水道整備の時期をお聞きしたい。 ・上原地区管路測量設計、下水道区域説明（関係者）を完了し、管渠工事に着
 手しました。

・上原地区内管渠工事を行いました（平成18年11月から平成20年3月にかけて、
各工事完了区間毎に供用開始）。

第2回 中津西 環境 生ごみ堆肥化回収モデル事業の進捗状況、課題、今後の考え方について伺う。 ・落合雇用促進住宅、本町等を中心に一般家庭約100世帯でモデル事業（生ご
  みの回収）を実施しています。

   ・市ホームページで、進捗状況等を掲載していきます。
・現在のシステムではコストがかかり過ぎるため、20年度はモデル事業を再検証
し、新たな手法を模索していきます。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第2回 中津西 環境 平成19年度から容器包装リサイクル法の改正に伴うゴミ袋の有料化があるが、

市民へどう周知するか。
・平成20年5月20日にレジ袋有料化推進協議会を立上げ、10月1日の有料化に

 向けて取り組むことを確認しました。
・東濃5市で連携し、レジ袋有料化推進協議会を母体として、平成20年10月1日
からレジ袋の有料化を開始しました。今後とも広報等でPRに努めていきます。

第3回 中津西 福祉・医療 第一子は自分で出産したとしても、第二子、第三子は上の子を親に見てもらう必
 要がある。早期対応をお願いしたい。里帰り分娩の制限は、一番不安である。

  ・医師確保のために様々な機会に医師派遣の依頼・要望を行っています。
・医師確保奨学資金等貸付制度に参画し、平成20年3月より奨学生の募集を開

 始しました。
・産科医師･助産師確保のために今後も国･県･医局への働きかける等の努力を
続けていきます。

第3回 中津西 福祉・医療 市民病院について、たまにかかると待ち時間が長い。 ・以前から時間予約制を導入し患者さんを待たせず診察するように努力していま
 す。

・しかし、患者さんの状態及び急患等により予約時間内に診察できず、ご迷惑を
おかけすることもありますのでご理解ください。

第3回 中津西 市民サービス 中津川公園野球場の駐車場確保はどうなっているか。 ・平成19年度、中津川公園全体の各施設ごとの収容人員に対し、来園者がどの
程度になると駐車場が確保できなくなるかシュミレーションし、対策についてマ

 ニュアルを作成しました。
・平成19年度に野球場周辺に約90台を整備し、平成20年度に新たに約250台分

  を整備します。
・大規模イベント等では引き続き近隣企業の780台の駐車場をお借りしてスムー
ズな運用に努めます。

第3回 中津西 生涯学習・ス
ポーツ振興

 中津川少年少女合唱団コンサートを先日、文化会館で行ったが使用料が高い。
 文化会館の照明や道具係の人の費用を今までどおり市で負担してほしい。

・会館が舞台公演管理上必要と認めた場合は、派遣社員の費用を市が負担し、
 負担軽減を図っています。

 ・特定団体については、公式行事に限り減免・免除の措置がなされています。
・青少年の活動の負担軽減について可能な限り支援していきますが、付属設備
等の使用料については減免は困難です。

第3回 中津西 その他 市役所の事務改善に民間の主婦力を活用してほしい。主婦の節約力を活かせ
る場所を作ってほしい。

・各地域で女性懇談会を開催し、地域、行政の問題に関して女性の立場から見
 た意見をいただき市政に反映させています。

・平成20年1月に市民の声を募集し、寄せられた事務改善策についてできるもの
 から取り組んでいます。

・平成19、20年度において「市民による行政評価委員会」に4人の女性委員に参
画していただき、事務事業評価をしていただきました。

第3回 中津西 産業振興 桃山には女夫岩や弘法大師、科学館があるのでもっと宣伝できないか。 ・桜やつつじの開花時期にホームページや広報で情報提供し観光客誘致に取り
 組んでいます。

・子供科学館が開館した平成10年から「行こうよ!!博物館へ」というパンフレットを
作成し、市内外へPRしています。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第1回 中津南 地域交通 市内の公共施設を回るコミュニティバスを運行してほしい。  ・平成17年度にコミュニティバス運行計画を策定し、全体方針を決定しました。

・今後は区長会を中心とした地元協議会で協議予定です。

第1回 中津南 産業振興 地産地消を進めていく中で、学校給食の役割は大きい。市役所もＪＡも一緒に
なって農業をどうして行くか検討しながら良い方向へ行くように取組んでいただき
たい。

・学校給食については、現在女性グループ（アグリウーマン中津川学校給食部
 会）が中心になって地元野菜等を供給しています。

 ・地産地消に賛同していただいた農家にも参加していただいて、地域ごと（旧中
津川市の学校区ごと）に話し合いを行いグループの再編成を順次進めていま
す。この新しいグループと学校の間にJAが入り納入に関する取りまとめをするこ
ととしています。

第1回 中津南 防災 中津南地区は学校などの指定避難所を使用しても収容人数が限られている。バ
ルーンシェルターは持ち運びも便利で屋内体育館等に入れなかった人が全て収
容できると思う。

・平成19年度まで検討した結果、バルーンシェルターは1基500万円掛かること、
横部分が開いており雨風が入ってくることから、他の自治体でも購入していると
ころは少なく、当市でも購入しない事としました。

第1回 中津南 生活安全 雇用促進住宅前の市道を挟んで側溝があるが、蓋があったりなかったり、壊れ
ていたりするなど危険なので直してほしい。

・区長さんに状況を確認したところ、蓋の設置していない箇所から水汲みをして
いる方がいることが判明したため、区長さんに調査をしていただいた上で要望し

 ていただくこととしました。
・要望をいただいた段階で、蓋の設置等補修を行います。

第1回 中津南 上下水道 尾鳩区は小さな区なので、下水道整備の予定がないと聞いている。尾鳩区にも
できるだけ早く下水道を整備してほしい。

・尾鳩区は区域外であると答弁しましたが、調査の結果区域内と判明したため、
 17年度から整備を行っています。

・測量設計済みの区間のうち、旧本州製紙軌道敷の国道19号から王子製紙グラ
 ウンドまでの間の幹線管渠工事を18年度に工事着工、完了しています。

・平成19年度から枝線の管渠の整備を開始し、地区内の整備完了は21年度を
予定しています。

第1回 中津南 生活安全 9区に個人住宅で危険と思われる建物があるので、市で対策してほしい。  ・管理者に適正な管理をお願いする文書を発送しました。
・文書により管理者から市への連絡を依頼しましたが、連絡が無く、建物の改善

 もされていない状況です。（※個人所有物なので、市からの強制はできません。）
・今後も引き続き管理者に適正な管理をお願いしていきます。

第2回 中津南 環境 「燃えるごみ」をさらに分別して、資源化に取り組まなければならない。ごみ袋の
値段を上げるなど、市民に負担をかけてでも行うべきである。

 ・庁内検討会議を開催して協議を開始しました。
・現在行っている紙類の分別、資源化をさらに市民に浸透させ、併せて廃プラス

 チック類等の回収方法を検討していきます。
・、庁内検討会議の中で、ごみ袋の有料化についての調査・研究を進め、市民の
ご意見を伺いながら研究･検討を進めます。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第3回 中津南 上下水道 川上（かおれ）の水道は21年度を目標に整備するとの報告であった。一日も早く

整備してほしい。具体的な進捗状況を教えてほしい。
・平成19年4月から、水道の水源として見極めるため、地元から報告のあった水

 源について、水量・水質等を調査しています。
 ・配管ルート案について、川上区水道建設準備委員会と打合せを行っています。

・平成20年4月～平成21年3月までの水量水質調査を委託により実施します。地
元に調査結果を報告し、協議して進めます。

第3回 中津南 生活安全 国道363号線川上バス停付近の道路が狭くカーブで見通しが悪いため、安全対
策をお願いしたい。

・平成19年8月に注意看板を作成し、区長さんに設置していただきました。

第3回 中津南 生活安全 レジストロ通りの、れじすとろ亭の前の交差点に信号機を付けてほしい。 ・これまでに啓発看板を見にくくしていた街路樹の剪定、横断歩道の予告路面
 （菱形）マークの整備、啓発用電光掲示板の設置を行いました。

・現在、信号設置に向けて警察署と協議を行い、信号設置に対する条件として示
 されている市道拡幅工事のため用地交渉を行っています。

 ・用地の承諾が得られれば、工事に着工します。
　

第3回 中津南 生活安全 本町公園に外国人が週末の夜に大人数集まるので、市から警察へ巡回のお願
いをしてほしい。

・中津川警察署に連絡し、本町公園がパトロール区域に入っていることを確認し
ました。

第1回 苗木 情報通信 光ファイバーによるケーブルテレビに関するアンケートが以前に行われたが、そ
の後どうなっているか。

・平成19年度、より要望の高い地域から整備し、順次供用開始しました（9月20日
 苗木並松地区供用開始）。

・瀬戸地区については落合局舎エリアとなるため、落合地区の要望の取りまとめ
を早期に行い、平成22年度完了を目途に順次光ファイバー網を整備していきま
す。

第1回 苗木 地域交通 中津川駅前のロータリーは朝晩非常に渋滞する。また、危ない状況をよく見かけ
るのでロータリーを改善してほしい。

・駅前広場再整備事業を盛り込んだ中津川駅周辺地区の都市再生整備計画
 （まちづくり交付金）を策定し、国の認可を受けました。

  ・また、平成18年には、交通事業者等との協議、基本設計を行いました。
・平成21年度にバリアフリー化を中心とした整備を予定しています。

第1回 苗木 子育て支援 学童保育（施設）が手狭となっている。施設を市で考えてほしい。夏休み期間だ
けでも小学校で受け入れるシステムを作ってほしい。

 ・教室利用について校長会と協議を進めています。
 ・各学校へ赴き、教室等利用可能な場所が無いか確認を行っています。

・学校内で利用可能な施設があれば利用していきます。また、地域集会施設等
既存施設の活用を図ります。

第2回 苗木 子育て支援 現苗木コミュニティセンターは学校に隣接しているなど条件も良いので、学童保
育と児童館の併設を検討して欲しい。

・関係部課で耐震補強費用について調査し、利用の可否について検討します。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第2回 苗木 子育て支援 新苗木コミュニティセンターに子育てサークル等の活動を行うことのできるスペー

スを確保していただけないか。曜日を限定した形でもいいので、利用させてほし
い。

・平成19年8月新コミセン建設検討会議（20人の会）が開催され、この組織が市と
 の窓口となり進めることとなりました。

・まちづくり推進協議会では、公民館利用者や子育てサロン関係者と先進地の
視察や検討会議を実施し、平成20年2月、子育て支援に配慮した建設の基本構

 想をまとめました。
・平成20年度、施設の位置の確定と、建物の機能、規模についての計画を策定
します。また、法令に基づく手続きと用地調査等を実施します。

第3回 苗木 生涯学習・ス
ポーツ振興

中山道資料館は駐車場がないのでどこに止めたらいいのかわからない。また、
子ども科学館、鉱物博物館も一度行けばいいと思う。中津川の歴史がわかり楽
しんで勉強できる施設がないか。

・中山道歴史資料館の駐車場は中央公民館駐車場を利用していただくようホー
 ムページで案内しています。

・また、各館で各種教室を企画･開催し、広報、ホームページ、チラシなどで今後
も引き続きＰＲしていきます。

第3回 苗木 生涯学習・ス
ポーツ振興

駐車場が狭くて行ってもとめられない時があるので、図書館の建て直しは、出来
ないか。

・図書館の建物は、二階以上が中央公民館であり、耐震調査において問題ない
 とされたため、図書館建て直しの計画はありません。

・ただし、中期事業推進計画の見直しで、図書館の増改築及び駐車場改良事業
を検討します。

第3回 苗木 生活安全 広域農道に横断歩道2箇所を設置してほしい。 ・NSPの西側については、警察署と協議の結果、設置が困難であり、東側につい
 ては、平成20年度設置を公安委員会へ要望しました。

・要望の結果、平成20年度に工事が実施される予定です。

第1回 坂本 上下水道 下水道整備を早期にお願いしたい。賛成、反対両方いるので十分理解して頂き
話を進めて欲しい。

 ・促進協議会との協議及び下洗井地区説明会を実施しました。
・平成20年3月3日、地元関係者との覚書を調印し、終末処理場建設の同意を得

 ました。
・平成19年から処理場設計、管渠設計を行い、平成20年から工事着手予定で
す。

第2回 坂本 地域交通 コミュニティバスは大きな要望なので早急にしてほしい。  ・平成17年度、コミュニティバス運行計画を策定し、全体方針を決定しました。
・今後は、区長会を中心とした地元協議会で協議予定です。

第2回 坂本 防災 防災無線（広報）のアナウンスが聴き取りにくく、ほとんど内容が分からないの
で、緊急時に備え改善をお願いしたい

 ・防災行政無線は現状維持で運用します。
・防災行政無線を補完するため、市民安全情報ネットワーク、光ファイバー網敷
設による通信環境整備など、情報を多元的に提供していきます。

第2回 坂本 教育・文教施
設

平成18年度から小学校2年生も少人数学校になり、特別教室を普通教室として
使用しているが、教室数を生徒数に合わせて増やしてほしい。

・将来の少子化もにらんで、臨時の措置として18年度から特別教室を普通教室
 として使用しています。

・文教施設全体について坂本まちづくり推進協議会と協議していきます。

第1回 落合 道路・河川 通学路（県道中津川南木曽線と8号区からの市道との接点周辺）で見通しが悪
いので対応してほしい。

 ・引き続き県への要望を行っています。
・また、地域の協力が得られるところから対応していきます。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第1回 落合 道路・河川 5号区白山神社付近のJRガード下を拡幅してほしい。  ・平成18年度から協議を進めています。

・設計が古く、今後設計の見直し作業が必要であり、駒場松源寺橋との時期調
 整が必要です。

・平成19年度のJR協議の結果、再設計が必要であると判断されました。設計の
見直しのため予定していた平成23年度着手が平成23年度以降の着手となりま
す。

第2回 落合 地域交通 ・落合には国道19号線と神坂方面へしか路線バスがなく、買物等にいい方法は
 ないか。

・コミュニティバスを3路線でという話だったが、具体的に聞きたい。

 ・平成17年度にコミュニティバス運行計画を策定し、全体方針を決定しました。
 ・平成19年9月から神坂･落合地区で試験運行を開始しました。

・試験運行と平行して、その状況を検証しながら、地域にあった本格運行の方法
を検討していきます。

第3回 落合 生涯学習・ス
ポーツ振興

野球場は中津川市民が広く利用できるか心配である。 ・中津川公園野球場の使用規則･使用料金は利用団体、学識経験者からなる検
討協議会のご意見を基に子どもたちにも使いやすい低廉でわかりやすい料金体

 系にしています。
・幅広い市民の皆さんにお使いいただけるものと考えています。

第3回 落合 道路・河川 落合川遊歩道で国道下をくぐれるようにしてほしい。 ・工法について検討しましたが、国土交通省は「計画上は可能だが、橋の下に歩
行者が通行できるスペースが無い」、河川管理者である岐阜県は「河川断面や、
増水時の安全、護岸管理上の観点から困難である」とのことであり、実現は困難
です。

第3回 落合 福祉・医療 移送サービスで市民病院へ行くのが月に4回では足りないことがある。 重度身
体障害者についてはもっと回数を増やしてほしい。

・月4回利用された時に5回目以降の利用をお断りした可能性がありますが、平
 成19年度から月6回にサービスを拡充しました。

・移送サービスを月6回に増やした事で質問者にはご満足いただけていると考え
ています。

第3回 落合 福祉・医療 しゅうとさんを介護している人の娘さんが遠くに住んでおり、娘さんが里帰り出産
を希望している。市はどのように対応してくれるのか。

 ・中津川市民病院において平成19年6月18日から常勤産科医が2名から3名に増
員となり、当直体制がとれるようになりましたが、里帰り出産を解除するには至っ

 ていません。
・産科医師･助産師確保のために今後も国･県･医局へ働きかける等の努力を続
けます。

第3回 落合 上下水道 いつになったら下水道が通るのか。 ・下水道管理埋設予定道路がすべて民地であり、内一部の土地所有者の方が
管埋設を承諾していただけない事を質問者にお伝話しし、ルート選定ついて検
討している旨を伝え、理解していただきました。

第3回 落合 産業振興 農振（農業振興地域の農用地）の指定をしておいて、外せない。地域指定の見
直しが5年に1回とのことだが、特別な法律を超えた措置はできないものか、研究
をしていただきたい。

 ・5年に1度の見直しは法律で規定されており、変更はできません。
・ただし、除外基準を見直したことにより、平成20年度から条件を満たせば除外
することが可能になりました。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第2回 阿木 教育・文教施

設
阿木小学校のリニューアルはどうなっているのか。  ・平成19年度に阿木小学校の耐震補強計画及び実施設計を完了しました。

・平成20年6月に度に大規模改修工事に着工し、10月末に完成しました。

第2回 阿木 市民サービス 阿木コミュニティセンターは行事のときなど駐車場に不自由するため駐車場を充
実してほしい。

・現地調査及び法令等に基づく規制等の確認を行い、候補地の検討および地元
 関係者との調整を行いました。

 ・平成20年7月下旬に測量設計を契約しました。
・平成20年3月末までに地権者と用地売買契約を締結する予定です。

第2回 阿木 地域交通 自動車免許のない高齢者の通院や買い物のための交通手段を確保してほし
い。

 ・平成18年12月に阿木地区で試験運行を開始しました。
・試験運行と並行して、その状況を検証しながら、地域に合った本格運行の方法

 を検討していきます。
・阿木地区においては地域に定着した感があり、細かい手直しを行いながら固
定化したいと考えています。

第2回 阿木 防災 防災行政無線（屋外スピーカー）が聞き取りにくい。不審者情報も聞き取れれば
親や周りの大人もすぐ動けるので、改善してほしい。

 ・防災行政無線は現状維持で運用します。
・防災行政無線の補完として、市民安全情報ネットワーク、光ファイバー網敷設
による通信環境整備など、情報を多元的に提供していきます。

第3回 阿木 教育・文教施
設

南小学校の体育館がきれいになった。阿木小学校体育館は耐震も必要だが建
替えをお願いしたい。

・耐震補強により強度は充分保たれ、併せて改修工事を行うことで施設の充実
を図ることができるため、建替えではなく大規模改修工事で対応します。

第3回 阿木 教育・文教施
設

学校の遊具について、ワイヤーや支柱が残っている。つまづいたりして危険なの
で、撤去してほしい。

・遊具について危険なものは平成19年度に撤去しました。

第3回 阿木 教育・文教施
設

阿木小学校のグランドのネットが破れており、出入りが自由である。ボールを追
いかけ子どもが飛び出す点からも、ネットの張替えをお願いしたい。

・平成19年6月にネットの補修を行いました。

第3回 阿木 その他 コミュニティセンターの建て替えは可能なのか。 ・今後、地元とコミュニティセンター駐車場整備を含めた協議を行い、優先順位
や緊急度から市全体の計画の中に位置付けを行っていきます。

第3回 阿木 情報通信 有線放送がなくなり、地域の情報（訃報等）を聞く事ができなくなった。お年寄り
のためにも、「聞ける」情報が欲しい。

・光ファイバーによるネットワーク整備後の行政システム（病院、福祉、消防、防
災等）の合理化、利便性の向上に向け庁内担当者による検討会を実施していま

 す。
・検討会で有線放送が担っていた役割について公共面での必要性を踏まえなが

 ら検討していきます。
・訃報等の地域情報については、民間からの提供の可能性を含め検討し、平成
20年12月までに方向性を決定します。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第3回 阿木 地域振興 ・若者は岩村まで行ってアパートに入っているので、市営住宅の様なものができ

 ないか。
・市営住宅の建設についてアパート形式を考えているのか。出来れば一戸建て
で永住できるようにしてほしい。

・平成18年度にU・Iターン用住宅整備計画（案）を策定し、平成19年度に地元区
長会に建設予定地の説明および意見交換、建設予定地の用地測量を行いまし

 た。
・阿木地区については平成20年度に敷地造成設計を委託する予定です。

第3回 阿木 福祉・医療 娘がいつか出産すると思うが、実家に帰って産めないということはとても不安で
ある。親のもとで産める体制作りをお願いしたい。

・中津川市民病院において平成19年6月18日から常勤産科医が2名から3名に増
員となり、当直体制がとれるようになりましたが、里帰り出産制限を解除するに

 は至っていません。
・産科医師･助産師確保のために今後も国･県･医局へ働きかける等の努力を続
けます。

第1回 神坂 上下水道 水が濁っているので市の上水道を引いてほしい。  ・平成20年度にまごめ浄水場設計委託業務発注し、工事に着手しました。
・今後は隣接するまごめ簡水の浄水場改良に着手した後、塩野地区への給水に

 ついてまごめ地区へ説明を行う予定です。
・その後、平成22年度に認可変更申請予定、平成23年度に事業実施予定です。

第2回 神坂 上下水道 （第1回）水道施設を造っていただいたが、地元管理では健康衛生面で不安なの
 で、市で運営管理してほしい。

（第2回）向山地区の水道を市で管理してほしい。フッ素除去の機械は素人では
操作が難しいため、今後も管理は困難である。

・辺地計画及び簡易水道条例の一部改正を平成19年3月議会に上程し、平成19
年度に遠方監視施設工事を完了しました。以後は市で管理します。

第2回 神坂 地域振興 過疎化対策、若者定住、地域の活性化対策のために公的住宅建設を要望す
る。

・神坂地区においては、平成19年度に建設予定地の敷地造成設計を行い、平成
 20年度に敷地造成工事、建物実施設計に着手しました。

・平成20年度に建物新築工事を実施する予定です。

第2回 神坂 地域交通 小森地区はバス停から遠く高齢者も多いので、コミュニティバスの通る道止まる
ところをなるべく多くしてほしい。

 ・平成19年9月神坂･落合地区で試験運行を開始しました。
・試験運行と平行して、その状況を検証しながら、地域にあった本格運行の方法

 を検討していきます。
・また、路線バスの運行状況をにらみながら、神坂馬籠地区として巡回バスの運
行を検討します。

第2回 神坂 生活安全 霧ヶ原の上がり口の坂道は、冬の間は年によっては4月までカーブが凍結する
 ので、坂道を広くして事故が発生しないようにしてほしい。落石防止の工事も中

途半端に木のようなものでとめてあるだけで、木が割れそうになっているので、
地すべり地区なため、全体的に良くしてもらいたい。

・生活道路拡幅改良・凍結防止のための樹木伐採、間伐等については、地元の
ご理解、ご協力のいただける事業として地域からの再要望後にできることから対

 応します。
・地すべりについては県営事業が完了しており、現在安定していますが、落石防
護の木製部分については、県が平成20年度以降に順次補修することとなってい
ます。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第3回 神坂 福祉・医療 友達の子が市内在住でないので里帰り出産ができない。広報などで状況は知っ

ているが、早期の対策をお願いする。
 ・中津川市民病院において平成19年6月18日から常勤産科医が2名から3名に増

員となり、当直体制がとれるようになりましたが、里帰り出産制限を解除するに
 は至っていません。

・今後とも医師等確保のために様々な機会に医師派遣の依頼・要望を行ってい
きます。

第3回 神坂 道路・河川 落合から神坂への道（県道中津川南木曽線）が通学路になっており、大型車も
多く危険で心配だ。

 ・県への要望を行っていますが現在のところ実現していません。
・今後も市から県へ粘り強く要望を続けます。

第3回 神坂 道路・河川 中央道からの水で、大雨が降ると家の前の県道が水浸しになるので何とかして
ほしい。

・平成19年度に県による改良工事で対応しました。

第3回 神坂 道路・河川 柳樽川沿いの歩道を近道で利用したいが、崖になっていて危険なので直してほ
しい。

 ・今回の意見を受け、国土交通省へ事前連絡を行いました。
・今後は国土交通省へ要望書を提出します。

第3回 神坂 産業振興 にぎわい広場でおはよう朝市が始まった。これからも継続させてほしいので市も
いろいろな機会に宣伝をしてほしい。

・アピタ側から良く見えるような横断幕を設置する等してPRを行ってきました。ま
 た、広報なかつがわ、新聞折込、メールマガジン等でも広報を行いました。

・平成20年度からは今までの｢おはよう朝市」を「六斎市｣に移行して、地産地消
はもとより地産外商へと展開させ販路拡大に努めます。

第3回 神坂 道路・河川 地すべりがおきたところを直してほしい。 ・調査を実施した結果、過去に地すべりが発生した形跡が見つかりましたが、現
 状は草が生えており、早急な対応は必要ない状況と判断されます。

・平成21年度以降、市単独事業による緑化工事を実施する予定です。

第3回 神坂 道路・河川 霧ヶ原地内の地すべり（落石）は板で止めてあるだけで完全ではない。さらに上
へ行くと何もなくて冬季が終わると石が落ちてくるので対処してほしい。

・平成18年度に現地調査を行い、平成19年度10月末に上部落石箇所について
 対応しました。

・その他の箇所については、平成20年度に恵那土木事務所が工事を実施する
予定です。

第3回 神坂 道路・河川 中切の道（神坂11号）を直してほしいのと、同道路の倒木処理をしてほしい。  ・現地調査を実施し、倒木の危険のある立木の伐採を実施しました。
・道路については、全面的な改良は困難ですが、待避所等の設置は可能である
ため、用地の協力をいただき、工事を実施、完了しました。

第1回 山口 道路・河川 椿街道は合併前はどうなるのか話題に上っていたが、最近話題に上らなくなっ
た。今どんな状況なのかお聞きしたい

・平成17年度、135ｍの整備が完了、平成18年度には取付道路の整備及び3期
 工事の測量設計を実施、平成19年度に採択（Ｌ＝1,209ｍ）されました。

・平成20年度は用地買収補償、南野橋の上部工、道路工に着手し、平成24年度
完了予定です。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第1回 山口 その他 馬籠地区において行政区と学校区にズレがあり、学校区で色々な活動をする

際、取り残されがちである。行政区と学校区を同じにしてほしい。
・平成17年12月、馬籠地区神坂地区連絡協議会が発足し、地域行事、学校関連

 行事等についての調整が行われ、その後も懇談会が実施されています。
 ・この問題に関して行政は主導的立場になく、あくまで地域住民の判断に基づき
解決していただく問題と考えていますので、今後は地域づくり推進協議会や区長
会などでも議論を深めていただきたいと考えています。

第1回 山口 地域振興 学校統合、高校への通学、市街地への買い物など不便なことばかりではなかな
か定住してくれないので、若い人が住んでくれるような環境づくりを考えてほし
い。

 ・平成18年度にU・Iターン用住宅整備計画（案）を策定しました。
・UIターン者用住宅（若者定住促進住宅）を、高齢化率の高い地域、民間賃貸住
宅の進出しない地域などから優先的に整備していきます。

第1回 山口 生涯学習・ス
ポーツ振興

旧神坂小学校舎をどのような目的で使うことができるか、指針があれば教えてほ
しい。

・平成19年11月、合同検討会議（地元と市）で「文教交流施設」として活用するこ
 とで合意し、平成20年2月に愛称「馬籠ふるさと学校」に決定しました。

・平成21年3月に設置条例を制定後、本格利用を行います。

第2回 山口 情報通信 馬籠地域の市外局番は、中津川市の市外局番と同じにしてほしい。  ・平成21年3月1日から馬籠地区の市外局番、市内局番が変更になります。
・番号は0573-69-○○○○（下4桁はそのまま）となります。

第2回 山口 市民サービス 山口公民館と小学校の駐車場が狭く、行事等が開催される折、支障が出ている
ので、隣接する木曽農協が所有していた土地を、駐車場として確保してほしい。

 ・木曽農協と協議を進めています。
・平成23年度までに総合事務所の公民館への移転を計画しており、併せて検討
していきます。

第3回 山口 教育・文教施
設

お金が無いので難しいことはわかるが、合唱も盛んなので合唱にも使えるいい
体育館にリニューアルしてほしい。

・平成19年7月には総合体育館のリニューアルと耐震補強の実施設計を完了し、
平成20年7月～8月の学校の夏休み期間に連絡通路の改修を行い、外部からの

 侵入等に対する安全対策を行いました。
・平成21年度に耐震補強および大規模改修工事を予定しています。

第3回 山口 地域交通 コミュニティバス（峠地区）について、どのように運行するのか計画など教えてほ
しい。（第1回にも同趣旨の質問あり）

・平成19年12月～平成20年2月までの3ヶ月間、冬季の試験運行を行い（週1日5
 便）、利用率は非常に高い状況でした。

・この結果を受けて増便の検討を行い、平成21年度から週2日の運行ができるよ
うにしていきます。

第3回 山口 道路･河川 馬籠の中仙道の工事をしていただきありがたいが、観光の時期と重ならないよう
に配慮してほしい。

・平成20年度馬籠地区は、陣場上石畳遊歩道、島田広場・島田トイレ整備工事
がありますが、いずれも観光シーズンと重ならないように11月以降の発注となっ
ています。

第3回 山口 その他 観光時期のこの時間帯に女性懇談会を行うのはどうか。 ・平成20年度の女性懇談会の開催は、観光シーズンをはずし11月にしました。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第3回 山口 環境 有害ごみの回収場所は馬籠と公民館の2箇所しかなく、捨てに行くのが大変なの

で、各地区で出せるように配慮してほしい。
・山口地区区長会長さんからも要望書をいただき、下記のとおりＨ20年度から実

 施しています。
 ＊山口地区・・・2区公民館、村民センター、シルバーセンター生きがい工房の横

＊馬籠地区・・・荒町2ごみ集積場、自然休養村センター、陣場公衆トイレ前、峠
農業研修センター

第3回 山口 環境 資源ごみのときに有害ごみのコンテナを持ってきてほしい。 ・合併時の協議において、資源と有害ごみを同時回収すると分別ルール及びマ
ナーが保たれないとの意見であったため、合併町村域はそれぞれ独自の回収

 方法で現在まで実施しています。
・委託業者の回収車両の改修が必要となり、委託料の高騰に繋がることもあり、
今後、合併町村域（委託域）の歩調が統一できる段階で再検討を図ります。

第1回 坂下 地域交通 巡回バスは坂下地区は運行されているが、他地区へも増やしてほしい。 ・坂下の巡回バスについては平成19年度より「坂下まちづくり協議会」で検討を
行い、平成20年3月、効率改善を図るための変更案（平成20年10月実施予定）

 が承認されました。
・坂下巡回バスについては「坂下まちづくり協議会」で引き続き検討していきま
す。

第1回 坂下 生活安全 国道256号の矢渕のJAガソリンスタンドから高部の間（約300m）の歩道が狭く、
カーブになっているので危険である。歩道を設置してほしい。

・恵那建設事務所への要望を行ったところ、平成19年12月に県が測量調査に着
 手しました。

・今後も早期工事着手に向け要望を行っていきます。

第1回 坂下 道路・河川 駅前駐車場の区画が狭く乗り降りが困難である。通学時間の送迎車の迂回路と
 なるため、駐車しにくいので対応してほしい。

・少しでも多くの人が駐車できるよう標準で2.5mの幅員を2.2mに設定していま
 す。

・JR駅前広場、坂下停車場線の拡幅等関連性があり、一体的整備方針を考え
検討していきます。

第2回 坂下 福祉・医療 産婦人科医が全国的に不足しているが、少子化対策のためにも坂下病院に産
婦人科の設置を検討してほしい。

・坂下病院では、平成20年3月末をもって常勤の産婦人科医師が退職となり、週
1回の婦人科の診療となりました。このため、今すぐに産婦人科を再開すること

 は大変困難です。
・産科医師･助産師確保のために今後も国･県･医局へ働きかける等の努力を続
けます。

第2回 坂下 生涯学習・ス
ポーツ振興

坂下高校の体育館は「地域に密着した体育館」ということで、地域に使わせてく
れるとのことだったが、なかなか使えないので使えるようにしてほしい。

・平成19年度から、総合事務所を通して使えるような体制づくりのため、高校と調
整を行っています。

第2回 坂下 生涯学習・ス
ポーツ振興

総合体育館は学校行事や地域行事にも使うため、中学の部活が満足に実施で
きないので配慮してほしい。体育館、講堂を新築できないのであれば、音響設備
身体障害者用エレベーターを設置してほしい。

・平成19年度に耐震補強およびリニューアル工事の実施設計を行いました。平
 成20年度は連絡通路安全対策の改修工事を前倒しして行います。

・音響設備は改善できるよう計画していますが、エレベーターについては費用対
 効果の面から検討中です。

・本体工事は、平成21年度以降の整備を予定しています。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第2回 坂下 生活安全 高部地区の通学路は、危ない箇所だと思う。県へ要望を出していると言うことだ

が、毎年意見が出ている状況をよく考えて前向きに検討してほしい。
・平成19年12月に県が測量調査に着手しましたが、県では「未整備箇所が優先

 であり、整備箇所の改良は財政上見通しが立たない」とのことでした。
・今後も早期工事着手に向け粘り強く要望を行っていきます。

第3回 坂下 地域交通 巡回バスの運行はありがたい。今後の見通しはどうなっているか。 ・坂下の巡回バスについては平成19年度から「坂下まちづくり協議会」で検討を
行い、平成20年3月、効率改善を図るための変更案（平成20年10月実施予定）

 が承認されました。
・「坂下まちづくり協議会」で引き続き検討していきます。

第3回 坂下 産業振興  おはよう朝市に参加しているが、場所が目立たない。知らない人が多いのでは。
 初回は人が多かったが、人が集まる工夫を。

地産地消から地域の人に知ってもらいたい。

・アピタ側から良く見えるような横断幕を設置する等のPRを行ってきました。ま
 た、広報なかつがわ、新聞折込、メールマガジン等でも広報を行いました。

・平成20年度からは今までの｢おはよう朝市」を「六斎市｣に移行して、地産地消
はもとより地産外商へと展開させ販路拡大に努めます。

第3回 川上 教育・文教施
設

市の奨学金制度について専門学校でも借りられるようにしてほしい。 ・専門学校生でも奨学金を借りられるように条例改正を行いました。

第3回 川上 市民サービス 市の図書の検索が出来るようになるといい。 ・平成20年度にシステム化の準備を進め、事業化に着手しました。

第3回 川上 生涯学習・ス
ポーツ振興

坂下総合体育館について行事がある日に机、椅子、ひな壇まで運びこんで対応
 している。報告は受けているが、改めて考えていただけないか。

・リニューアル後、ステージ横の倉庫で、ひな壇等学校備品が収納できるよう検
討しています。

第3回 川上 地域交通 坂下の巡回バスが川上地内を通っているが、乗車できない。夕森公園線は本数
が少ないので坂下巡回バスを川上まで伸ばしてほしい。

・坂下の巡回バスについては平成19年度から「坂下まちづくり協議会」で検討を
 行いました。

・平成20年3月に効率改善を図るための変更案が承認されましたが、効率改善
 に重点を置いたため他地区への運行については今回は含まれていません。

・平成20年度からは検討委員会を立上げ、その中で引き続き検討していきます。

第3回 川上 福祉・医療 若い人たちが安心して子供を産んで育てられる、その根底に川上の診療所があ
る。診療所の継続を要望する。

 ・平成20年度、地域保険医療計画の策定に向けて検討会を実施しています。
・平成20年度に地域保健医療計画を策定する中で、診療所の課題を整理し、診
療所の役割等を位置づけていきます。

第1回 付知 産業振興 農業後継者不足で高齢化が進み、田畑が荒れていくので、よい案がないか。 ・就農支援セミナー、見学・体験ツアー等を通して新規就農者の発掘を図ってい
 ます。

・今後は農地台帳やマップを作成し、活用計画を策定し実施します。また、農地
活性化委員会で地域ごとの遊休農地解消計画を策定します。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第2回 付知 生活安全 現在、付知町にはAED（自動体外式除細動器）が設置されていないので、設置し

てほしい。
・付知地区においては平成19年7月に付知B&G海洋センターに、また平成20年1

 月には付知公民館に寄付により設置されました。
・今後はAED配備計画によって、平成20年～23年までに市の施設に12台設置し
ます。付知地区においては平成23年度に付知総合事務所に設置予定です。

第2回 付知 地域交通 付知町にもコミュニティバスを早急にお願いする。 ・付知地区においては平成19年2月から試験運行を開始し、南･北ルートそれぞ
 れ3本で運行しています。

・試験運行と平行して、その状況を検証しながら、地域にあった本格運行の方法
 を検討していきます。

・付知地区においては、利用状況が伸びないこと、路線が事業者の路線と競合
していることなど改善の余地がありますので、路線の変更を検討していきます。

第2回 付知 生活安全 （第1回）付知川に架かる中央橋は幅が狭く、歩道もなく、橋の両側に公共施設
が集中しており、子どもが事故にあう危険がある。新しく橋を建設するか改修し

 てほしい。
（第2回）中央橋を早急に架け替えてほしい。通学に自転車で通う子どもも多く危
険である。

・耐震診断を行った結果、耐震補強の必要があると判断されたため、平成19年6
月に歩行者用通路を確保するための青色のラインを引く、看板を設置する等の

 安全対策を行いました。
・歩道併設工法、歩道設置を含む架け替え工法等、いずれも多額の費用を要す
るため、市全体の優先順位を付け、工法を含み検討していきます。

第3回 付知 教育・文教施
設

（第2回）恵那北高校の廃止に伴い、中津の高校に通うには負担が大きいので、
 何らかの措置ができないか。

（第3回）高校について最低でも月5万円かかる。経済的援助をしてもらえない
か。

・遠距離通学費を補助していただけるよう再三県へ要望していますが、現時点で
 は実現していません。

・今後も機会がある度に要望していきます。

第3回 付知 生涯学習・ス
ポーツ振興

過半数のサークルが高齢化と後継者不足に悩んでいる。若い年代に文化に興
味をもってもらいたい。

・付知においては小学校の運動会等でおんぽい節保存会が学校と連携をとって
 子どもが文化に触れる機会を作っています。

・市としては文化団体の活動に支援を行っています。

第3回 付知 地域交通 北小から南小への交通手段として、コミュニティバス等を利用したい。 ・平成19年2月より、付知地区で福祉巡回バスの試験運行を週3日（火木土）、1
 日6便で開始しました。

・付知地域コミュニティバス運行検討会で要望、実績等について検討していきま
すが、週3日運行を基本に考えているので、毎日の対応は困難です。

第1回 福岡 情報通信 高山地区ではADSLが使えないので対策をしてほしい。 ・平成19年度に高山、福岡、下野、田瀬地区の設計を行い、平成20年5月までに
 福岡川東、下野、田瀬地区の工事に入りました。

・工事に着手している福岡川東、下野、田瀬地区は、平成20年末若しくは21年
 早々に利用可能になる予定です。

・福岡川西地区、高山地区、加子母地区、付知地区については平成20年9月に
工事着工、3月に整備完了後、20年度中のサービス開始を予定しています。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第1回 福岡 産業振興 現在、農産加工品の販路もまだ確立されていないため、販路拡大の支援をお願

いしたい。
・平成19年5月からふるさとにぎわい広場で開催していた「おはよう朝市」を、平
成20年度から｢六斎市」に移行して地産地消はもとより地産外商へと展開させ販

 路拡大に努めています。
・これ以上の販路拡大には生産体制整備が必要となるためJAと協議していきま
す。

第2回 福岡 産業振興  恵北の中でも福岡は特に農業が大変盛んであり皆さん熱心だ。
福岡に対して市長はどのように感じているか思いを聞きたい。

・就農支援セミナー、見学・体験ツアー等を通して新規就農者の発掘を図ってい
 ます。

・また、新規就農希望者が現地に住んで、その場で農業研修ができる研修施設
や、農地を一体的に備えた新規就農研修施設を総合事務所管内に設置し、研
修後に遊休農地等で就農できるような仕組みを検討しています。

第2回 福岡 産業振興 恵北の中でも福岡は特に農業が大変盛んであり皆さん熱心だ。栗の地産地消
に対して市長はどのように感じているか思いを聞きたい。

・就農支援セミナー、見学・体験ツアー等を通して新規就農者の発掘を図ってい
 ます。

・菓子組合、生産農家、JAと連携をとりながら、遊休農地の中で栗栽培に適した
農地に、栗栽培の新規就農を呼びかけていきます。そのために栗栽培体験ツ
アーの企画や、営農セミナー等を開催して新たな栗栽培農家の掘り起こしを行っ

 ています。
・栗の木の植え替えを進め、生産拡大を図っています。

第3回 福岡 生涯学習・ス
ポーツ振興

伝統芸能を守り次代に引継いで行きたいので、団体への補助をお願いしたい。  伝統芸能に対しては次のような助成を行っています。
 ・指定文化財の伝統芸能保存会への助成。

 ・歌舞伎保存会、地歌舞伎連絡協議会などへの助成。
 ・コミュニティー助成事業活用による太鼓等備品整備の支援。

これらにより伝統芸能の保存継承を図っていきます。

第3回 福岡 市民サービス 福岡では夕方の5時に亡くなられた方の放送をしているが、家にいなくて聞くこと
ができないので聞くことができる時間に放送してもらえないか。

・訃報については屋内スピーカーの他、屋外でも聞けるよう屋外スピーカーでも
 放送を流すようにしました。

・土・日・祝日の臨時放送については機器が古いため生放送が必要であり、定時
放送時間に放送可能な方法を検討します。

第3回 福岡 その他 付知川の釣り人が下着姿で着替えをしていおり、更衣室などつくれないか。ま
た、トイレを増やすことはできないか。

・付知川環境整備検討委員会（県議、恵那土木事務所、まちづくり協議会、観光
 協会、漁協、市役所等）で検討を行いました。

・検討の結果、更衣室、トイレを増設せず、付知川周辺にある既存のトイレ施設
など有効活用することとしました。

第1回 蛭川 産業振興 「旬」を大事にし、遊休農地を活用して食品の商品化ができないか。 ・平成17年度、遊休農地の状況調査により実態を把握し、取りまとめ、10アール
以上の農地所有者を対象に今後の農業経営に関する意向調査を実施しまし

 た。
 ・調査に基づき農地台帳やマップを作成し、活用計画を策定し実施します。

・また、農地活性化委員会で地域ごとの遊休農地解消計画を策定します。

第1回 蛭川 生涯学習・ス
ポーツ振興

公民館（蛭子座）は老朽化しているが、音響も良く、楽屋も使いやすいので存続
してほしい。

・学習、文化、地域伝統芸能継承の場、コミュニティづくりの拠点として整備して
 います。平成19年度に改修工事に着手し、20年12月に改修工事完了予定です。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第2回 蛭川 産業振興 農業活性化施設に調理実習室をつくってほしい。 ・平成20年度に実施設計を行い、その中で調理実習室等について検討していき

 ます。
・検討結果に基づき、平成21年度に農業活性化施設を建設する予定です。

第3回 蛭川 産業振興 学校給食に農産物を供給しているが、それだけでは捌ききれない。立地条件等
もあって賛否両論ではあるが、蛭川地域の直売所を考えていただきたい。

・蛭川単独では規模が小さいので、「おはよう朝市」に参加していただくこととしま
 した。

・平成20年度からは今までの｢おはよう朝市」を「六斎市｣に移行して、地産地消
はもとより地産外商へと展開させ販路拡大に努めます。

第3回 蛭川 教育・文教施
設

蛭川中学校の体育館のトイレを作ってほしい。 ・近くに既存の外のトイレがあるので、それを有効活用します。場所については
案内標識を作りスリッパを整備します。


